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タイ稲作農民のポンプ潅漑農法と収益性   

耕野 紘一1  
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摘  要   

本研究では中部タイ国営潅潮水田における稲作生産性を規定する諸要因を解明するため生産  
関数の計測を行った。また補完的潅紙技術としてのポンプ潅漑の有効性の経済的評価を行ったD   

生産関数の計測結果より，小作関係という制度的な要因が稲作生産に負の影響を与えている  

こと，また乾季における水管理問題は深刻であり，稲作の技術的不安定性は大きいことがわかっ  

た。   

さらに，小作農は耕作地主と比較し水路から離れた条件の惑い圃場を持っているが．意欲的  

な小作農はポンプ潅掛こよりこうした開場条件を克服し，水利用利用可能牲を高め非常に高い  

収毒をあげていた。この結果ポンプ潅漑が経済的有効性をもつことが明らかとなったD   

キーワード：ポンプ潅漑，直描法，小作農  

ステムの末端レベルで潅漑水を有効に利用する経済的  

適l6が重要である。   

本研究の調査地であるタイ国内のスパンブリ県ムア  

ン郡ポ・プラヤ村（以下PP村〔往2）という）は稲  

作技術が最も進んでいる中部タイに位置し，現在田植  

に代わる斯い、栽培法として発芽粒直播法（Pre－  

germinateddirectseeding：以下直播法という）が  
導入されている。さらに国営潅漑農村であるにもかか  
わらず．構完的潅漑方式であるポンプ潅漑（拝3）も  

普及しつつある。田植方法と比較し高収量・高収益が  
望める直描法はより集約的な水管理を必要とし，ポン  

プ潅漑は水の利用可能性を高めるものである。従って，  

1．はじめに  

近年，国際的に米価が低迷し，いくつかのアジアの  

国々では米の自給が達成されて，稲作のための大規模  

な新規の水利権漑事業はコスト的に困難となってい  
る。   

このため，新規の潅漑プロジェクトよりも既存の潅  

概システムの改良等により，水利用効率を高め生産性  

の向Lを囲ってゆく必要があり（注1）．これはアジ  

アの団々が共通に抱えている解決すべき課題である。   

したがって，このような状況Fで潅漑地の生魔性向  

上を図り収益をあげるためには，農民が現状の潅漑シ  
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224  桝野拓一  

ポンプによる農民の個別潅漑が直播法を支える補完的  

潅漑技術として普及する可能性がある。   
本研究はアジアにおける農民個人のポンプ利用によ  

る新しい潅漑技術の水管理問題と稲作生産性の問題に  

着日し．まず稲作生産性に影響を与える要因を探るた  

めに牲産関数を計測する。さらにポンプ潅漑が稲作生  
産に与えるインパクトを経済的に評価する。そしてポ  

ンプ技術を採用した農民の経済的適応の姿を措毒だす  
ことを課題としている（注4）。  

2．PP村の稲作生産と水管理間寧   

PP村の稲作生産を規定する要因を探るためコプ・  

ダグラス型の生産関数を計刺した（表1）。計測結束  

から注目されるものとして以下の2点を挙げることが  

できる。  

表1生産関数の計測結果  

場姦件の遠いも水田保有形態による収量格差を説明す  
る要因の つと推察する。  

図1水田保有形態別にみた1ライ当り  

現実収1（注6．単位：kg／ライ）  

ー  「  

ライ  
し＝］雨季 ＋1監事   

出所：調査データより作成   

第2に水問題ダミーである。これは水問題のある農  

家を1，ない農家を0としたものである。乾季の計測  

結果より．矧こ乾季の水問題が稲作生産に与える影響  

が大きいことがわかる（乾季の水問題ダミーの係数が  

D．159．雨季が－0．107である）。このようにPP村で  

は乾季における水管理問題は深刻であり，稲作の技術  

的な不安定惟は大きい。   

3．水田保有形態別にみるポンプ潅漑の生産性  

水田保有形態別にポンプ所有農家と非ポンプ所有農  
家の学位面積当り正常収量（干ばつや洪れ あるいは  

病薔虫などが異常発生しない通常年に平均的に収種す  
ることが期待できると農民が思っている収室）を比較  

したものが図2である。雨季の小作農のポンプ所有農  

家の単収は5％の有意水準で非ポンプ所有農家の単収  

と比較し有意な差があり，耕作地主の収量とほぼ同水  

準である。先に述べたように小作農は耕作地主・自作  

農と比較し，水路から間れた条件の患い圃場を持つ。  

すなわち，小作農は．ポンプ潅漑により上に述べた悪  

条件・水問題を克服することにより正常性を回復し，  

その結果高い収豊をあげていると考察できる。   

小作農ポンプ所有農家が他の水田保有形態と比較し  
特徴的な点として，次の3点があげられる。   

第1に小作農のポンプ所有農家に占める水問題農家  

比率は雨季13戸のうち18戸．乾季11戸のうち8戸と．  

ポンプ所有農家の多くが水問題を持つ（表2）。また  

小作農の中でもポンプ所有農家は非ポンプ所有農家よ   

雨季  乾季  
定数項  6．003  6．Oa4  

十．姐ⅩⅠ（ライ） D，936＊＊＊ （18．2川，8飢・筆＊ （15．5）  

労軌X2（時間） 0．072   （ユ．碍）0．伽9＊＊ （2．ユ7）  

肥料：Ⅹ3（バーツ）0．017   （0．鉢）0．桐8＊＊ （2．ユ9）  

地⊥小作ダミー：pl0．088＊ 卜1．77）－D．1鵬“（2．16）  

水問貌ダミー：D2 －D．1り7♯＊（2．㍊）D．159＊＊＊（2．61）  

教育ダミー：D3  0．144＊布 （2．18）仇167★凛＊ （2．61）  

修正済み決定係数 0．854  G．843  

サンプル数  1卯  1a8  

注）＊＊＊有意水準1％，＊＊有意水準5％，有意水  
準10％．カツコ内はt値  
出所：調査データより作成  

第1に地芋小作ダミーが有意にでている点である。  

これは耕作地主・自作農を0．自小作農・小作農巷1  

とLたものである。農地を借入れ稲作を行う自小作農  

・小作農と．自分の農地を所有し稲作を行う耕作地主  

・自作農の稲作生産に対する営農意欲の違いがこの計  
潮結果を説明する一つの要因になると思われる（注  

5）。この点は耕作地主が雨季・乾季を通じて最も高  

い収量をあげ，自小作農が最も低い収量であることと  

も整合的である（関1）。また耕作地主・自作農は水  

路に近い条件のよい圃場を持つ一方で，白小作農・小  

作農は水路から離れた条件の悪い圃場を持つことが  
データから明らかにされているが（耕作地主515m，  

自作農63包m，白小作農・小作農788m），こうした圃  
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225  タイ稲作農民  

徴的点を碑まえ，ポンプ所有農家が高い収量をあげて  

いる要因とLて以下の3広があげられる。   

第1の要因として，ポンプを利用することにより水  

利用可能性が高められ高収量がもたらきれているこ  
とである。   

小作農ポンプ所有農家の耕作面積が15．6ライと他の  

ポンプ所有農家の中でも羨も小さいので，潅概能力が  

小規模御こ最大限に尭探され水利用可能性が高めら  
れ，高収最に帰結する。この仮説を支持するもの上し  

て，1粥4／85年の現実収量（雨季作）に使用された化  

学肥料の投入費があげられる。小作農で水問題を持つ  

農家は18戸あり，このうち13f了がポンプを所有する。  

この13戸の平均化学肥料投入費は25レヾ－ツ／ライと  

なる¢水問題がありポンプを所有していない農家の平  
均化学肥料投入費は204バーツ／うイである。統計的  

に有意な差はないか，小規模射＼作農がポンプを有効  

に使い，水問題を克服し，水利用可能性を高め化学肥  

料の増没を可能にした結果，高い正常収量を得ている  

という仮説を間接的ではあるが支持しているといえよ  
つ0   

第2の要因としてはポンプ所有農家13戸のうち9戸  

が直描法を採用している点である、。水田保有形態別の  

直播法の利用率は耕作地主が雨季75軋乾季83％と最  

も高い利用率である。しかしポンプ所有別の直播法の  

利用率では，小作農の虐描法利用がポンプ所有農家に  

高いことがわかる（表2）。このようにポンプを利用  

することにより稲の生育段階に合わせた水利調節が可  
能となり，痘播法の潜在能力が発揮された結果，小作  

農が雨季で高収量をあげているものと推察する。直描  

法は高収量・高収益をもたらすことがすでに調査デー  
タから明らかにされており，調査地域であるスパンプ  

［コポンプ所有ホ黍 十 非ポンプ所有」■事∈  

lil所：調査データより作成  

りも水路から駆れた圃場に位置する（ポンプ所有農家  

872m，非ポンプ所有農家6出m）。こうした圃場条外  

の悪さ，水問題に対処するために同じ小作農であって  

も積極的にポンプ潅赦を行っている′ト作農がいると考  
察する（＝   

第2に小作農ポンプ所有農家に占める直播法採用農  

家比率は雨季13戸のうち9戸，乾季11戸のうち9戸と，  

雨季・乾季とも小作農の採用率が最も高い（表2）。  

調査地で普及しているのほ温田直様法（注7）で．播  

帝後，種籾が成長するにつれ水位を一定に保つことが  

要求され その水利調節は非常に困難である。′ト作農  

はこうした直様法を実効化にするためにもポンプ潅漑  
を導入している。   

第3に小作農ポンプ所有農家の規模の零細性かあげ  

られる。小作農のポンプ所有鹿家が他の農家群と比較  

し，経常規模が15．6ライと最も小さい。   

以上のような小作農が他の水円保有形態と比較し特  

表2 経営形態にみたポンプ利用と直播温水間鰯の関係  

耕作地主  自作農  自小作農  小作農  
ポンプ利根農家に占める直播法採用農家比率  
ポンプ利用農家に占める水問題農家比率  
ポンプ利鞘農家に占める直播法採用かつ水問題農家比率  

D＿44（7／16）D．61（14／23）0，48（13／27）0．69（9／13）  

D．56（9／16〕D，61（14／23）0▲59（16ノ27）0・77（10／柑）  

0．18（3ノ16）0．3D（7／23）0，26（7／27）n・54（7／13）  

耕作地主  自作農  自小作農  小作農  乾季  
ポンプ利鞘農家に占める直描法採用農家比率  
ポンプ利用農家に占める水問題農家比率  
ポンプ利用農家に占める直播法採用かつ水問題農家比率  

0・53（8／15）0・64（14ノ22）P・5P（14ノ28）0・出（9／11）  

n．60（9／15）0．72（16／22）0．61（17／28）0．73（8／1り  

0．27（4／15）0．45（1（）／22）0．29（8／鍋）8．64（7／11）  

注）カツコ内はポンプ所有農家数に占める戸数を示す  
′出所：調査データより作成  
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22＄  耕野拓一  

リの農業普及所からもその利用が奨励されている（注  

8）心またスパンプリは首都バンコクに近く．農繁期  

にほ愚策労働力が不足し萄培適期を逃し易いことも，  

苗代と田植作業を省略したこの技術が普及してきた理  

由である（埋9）。   

第3の要因として，小作農ポンプ所有者が小規模故  

に効率的生産を行っていると考える。アジアでは小境  

桔であるはど土地生産性が高いのが一般的である（注  

lしい、   

ここで二つの疑問が残るゎーつは何故／J＼作農は雨季  

のみで高収領をあげているか。その理由は，乾季の水  

不足のためと推案される。調査地域はタイでも先進的  
な稲作地域であり．国営潅漑システムのFにあるが，  

乾季は圃場数の肌8乳面積の42．3鬼が稲作より要疎  

水分の少ない畑作物の作付すら不可能であろ。   
二つは何故／ト作農以外ぞはポンプを利用しながらも  

高収量をあげていないかである。理由はポンプの潅漑  

能九またポンプの導入理由の遠いに求められ尋。す  

なわち小作環ポンプ所有農家馴、規模経営で．かっ直  

播成の導入と水問題の克服のためにポンプを導入して  
いる。一方小作農以外では掛ンプ所有は大規模層に  

偏っている。こ和ま大規模農家の資金力のためも、ある。  

しかし用排水未分隙の潅漑システムの下では，大規模  

になればなるはど一周場当りの面積が大きくなる′の  
で，十地の均平化が難しく，水がかりに過不足がでて  

くる8大規模農家は全圃場の水位をコントロールしよ  

うとするのではなく．こうした圃場の一部の水がかり  

の患い所への緒完的潅漑を可能にするものとLてポン  

プを利用している。この結果は収量の安定化へとつ克  

かる。TE常収量において，耕作地主の非ポンプ所有農  

家め収量の分散がポンプ所有患家と比較し非常に大き  
くなっている（雨季で非ポンプ所有農家218．35．ポッ  

表3 ホンプ所有よ家と非ポンプ所有よ夜の収益比較  

雨季   耕作地上  自作農  自小作農  小作農  
ポンプ（乱）  非ポンプ㈲俵くa－b）   輩ンプ（a′）  非ポンプ侮）  農（ab）  ポンプ（且）  非ポンプ伽  差（8、一も）  ポンプga）  非れプね）  顔（a，b）   

粗収益（丑1）   1，684．丁2  l．砧5．77  28．85  1，640．29  1．528．71  ユ11．58  1，431．17  1，511．D9  79．92  1▲537．88  1，482．48  ＝軋ご   

経堂苦  6悶15  57（】き2  診2幻  52391  寧1旦夕卓  
・睦子（注2）   4筑67   

・化学肥料   184．5S  1（墓5．79  18．79  1弧柑  1絡昭  2．祈  1弧8丁  1gO．21  3．朗  21g．3缶  2肱鵬  15．露   
・．愚策鞘3）   71．24  50．亜  ：¢★TF  1之12  漁符  59．d5  a了．朗  掴．15  6．已9  52．朗  48．80  3．74   
・腐朽労働費（桂4）  221．町  21β．之3  d．了8  185＿d8  ヱ24．91  8l．12  173．52  1漁伽  1T．92  175．43  159．卵  15．叔   

・御料鮎旨）   与．gl  き．75  2．16  眉5．魂  8良4ヱ  18．g5  3．76  乱射  3．32  0．00  50．32  50＿a2   
・滅様劫資（注6J  37．朗  23．75  13．8g  87．2Ⅰ  2艮：蝿  28．35  40．22  弧D5  1．17  51．5g  19．8g  81，90   
・支払い小作料  85．7q  53．38  32－38  0．80  ：0．帥  D．00  138．Ol  1眼精  47．糾  216．75  256．24  一組壷   
・1二地税   1．64  ユ．8台  肌24  2，帥  烹」5q  ¶．州  1，19  1．05  臼．1d  れ1g  ら．㈹  0．19   

稲解析得   1．P21．57  1，8糾．96  63．卵  1，11臥胡  914＿鵬  20232  7gl．84  朗5．ほ  53．29  76g．41  6軋73  1g4．舶   

乾季   耕作地主  自称農  白小作農  小作農  
ポンプ＝り  非ポンプ（b）  薫（匂b）  ポンプ（a）  非ポ、ンプ（b）  （旦－b）  ポンプ（a）  ガボンプ㈲  善（ab）  ポンプ（′a）  拝辞シプ㈲  、ta－b）   

抱腹益（饉1）   1，702．さ¢』1，828＿10   120．80  1．5耶．紆  i，T18．46  一140．朗  1ィ472．TO  1．5粗け5  弧3百  ．1，578．8毒  1，5郡．47  5T．89   

経嘗費  66272  59g＄5  隠耶  5諷65  寧墜璽  
・碍子（托2）   弧湖   
・化学肥料   187．閑  1拍．29  1．31  191．88  215．D9′  23．21  182，9D  198．用  7．26  227．68  別5．58  汲08   
・彪鞘地3）   70．7（；  与†、ジ0  1乱7（ら  38．91  5し娼  12．57  邦．さ2  47．97  11．も5  6l．削  4乱雑  1a．25   
・雇用労働費（翻）  22軋14  216．即  3．」7  173、Ol  238．26  －57．25  1弧5声  184．11  4．47   164．6ヱ  176．封  －1】．了1   

・貨操料（郎）   良8P  2．75  g．55  28．50  ぬ鵬  一朗．56  3．8Z  8．専8  き．08  0．00  胡．縛  －4臥85   
・減価償却螢（注6）  鱒，42  23．75  ‖．67  諷67  奴、卑2  10．15  汎8g  き5．4古  る．44  即．70  2p．78  38．92   
■支払tり州料  】晩23  53．38  封．旨5  8．00  り．00  0．伽  115．2阜  1耶い細  一弘18  282。96  255．89  22．9a   

・十地税   Jl．64   1．88  ーα封  2．聞  ′2．58  札08  L16  0．91  0．25  け．2き  8．00  駄23   
稲作感得  「1，0姻．58   」．223．45  一†賂87  ＝朋．汗  1，0帥．把  18．顔  871．Zl  嵐阻88  5．a2  T77．邑1  78d．09  73．72   

出所：調奄デ【夕より作成  
柱1、）稲執価格1由当たり象7バーツとして計笥  
漣2）種了・1kgて当たり之7バーツとして計算  

注3．）静止軌 除董剤を含む  
址4）耕うん機（耕機、代かきを含む〉，播種（同棲）．管理．収穫（脱執乾壌を含む）における扉用労黍年餞㌧性別は無視   

し  
子1ミ5）耕うん機作莞および脱穀作兼における黍祀料金  
托6）排うん嵐 ポンプ，納嵐 噴霧諷脱穀機について璃法で計界を行った  

タイの耐用年数がポ例のため，日本の耐用年数を便臥それぞれ5年，8軋24幣 5年．8年  
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持つが，白小作農り」、作農は水路から遠い条件の悪い  

ところに樟置する。水端から遠くなるに従い水の利一り  

可能性は低くなる。これが耕作地主・自作農と日小作  

農・小作農との大きな収量格差の掠凶の一つである。  

しかし′ト作農はポンプ導人によりこのような悪条件を  
克服し，直播法を利用L，非常に高い収量をあげてい  

る。特に雨季の正常収量，すなわち平作作では．ポン  

プ導入農家の収量は非ポンプ導入農家と比較しても統  
計的に有意な高収量をあげている。彼らは経済的適応  

の優れた成果をあげている。この要因として以下の3  

点が考えらゎた。   

第1に，ポンプの潅漑能力が小規模に限定されるた  

め，小規模経営の小作農は水利用可能性を高れ 水を  

適時遠景手に入れることが可能となった。その結果化  

学肥料の塘役が可能となった。   

第2に，′ト作長のポンプ導入農家に直描法採用農家  

が多いことがあげられた。すなわち小娘陸な小作農か  

ポンプ導入により1水の細かいコントロールが可能と  

なり，高収量・高収益をもたらす直播法が利用可絶と  

なった。   

第3に．ポンプ所有農家が小規模故に，労働投入等  

の要素投入に関して，利潤より総所得を最大化しよう  

とする誘引が働いた9   

小作農以外ではポンプを導人Lながらも高収葦をあ  

げていない。この理由はポンプの潅概能九 またポン  

プの導入利用の違いに求められた。特に小作農と比較  

し経営規模の大きな耕作地主は，ポンプを高収量より  

も収竜の安定化のために導入しているからである。   

また雨季にのみ小作農が高収見である理由として，  

乾季の深刻な水不足があげられる。乾季に水本足にな  

ると潅漑f副ま水路に水を流し，【斉に取水させる。こ  

の期間以外にも水路に残っている水を汲み上げること  
ば放められている（注13）。しかし乾季には絶対的な  

水嚢が不足し，地下水も下がっているためポンプ潅概  

の有効性が項れ差Hlと推察きれた。   

最後にポンプ潅漑による直接的な費用の減少は見ら  
れないが（注14），しかレ」、作農ではポンプ潅確によ  

り高収量が可能となり，ポンプ所有農家が高い稲作所  

得をあげていることから，ポンプ所有農家が経済的に  

べイすることが明かとなった。   

プ所も農家115．07，乾季で非ポンプ所有鹿家228，軋  

ポンプ所有農家106．8】）。したがって耕作地主の場合  

には，ポンプ潅漑の直接的効果は，商収量より収睾の  

安定化であることがわかる。  

4．ポンプ所有農家の収益性  

経営費は耕作地主以外はポンプ所有農家が非ポンプ  
所有農家に比べ低くなっている（表3）。これはポン  

プ所有による直接的な費用の低下ではなくて．ポンプ  

所有農家がポンプを稼働きせる目的もあり耕うん機を  
所有するため錠耕料が低い等の揮由のためである（注  

＝・   

粗収益から経営費を引いたものが稲作所得である。  

小作農が最も低くなっている。比較のために現実収憂  

の甲収を用いたが．止常収量すなわち平年作雨季の単  

喋でみると，経営費は同じと仮定し計算すると．小作  

農ポンプ所有農家の雨季稲作所得は848′く－ツ／ライ  

となり，耕作地主，自作農とほぼ同水準の稲作所得を  

得ていることがわかった。   

調査項目にはポンプ，耕うん機に関する燃料費，修  

理費が含まれてい射、。そこで，・つの試算として柑  

88年にタイで行われた稲作の生産費調査の結架を利用  

する（往12）。19朗／87年雨季作で燃料費1．42バーツ′／  

ライr 農機具修理費．80パーツ．／ライである。乾季で  

も同額の燃料費・農機具修理費で，かつこれらはポン  

プ所有農家のみにかかるものと仮定する。その結果ポ  

ンプ所有農家の纏官費ほ冬シーズンとも3．22バーツ／／  

ライ増加するが，小作農のポンプ所有農家が雨季で13  

1，46パーツ／ノライ，乾季で70．5バーツ／ライだけ非ポ  

ンプ所有農家と比較L高い稲作所得となる。   

このように小作農に関Lてはポンプ潅鰍こより高収  

量が可能となるため一 ポンプ適入費用・燃料費・農機  
具修理費を考慮しても，ポンプ導入農家が高い稲作所  

得を得る結果となる。  

5．結  論  

国営潅漑下にあるPf】村はタイ国内でも稲作の先進  

地域とされている地域である。しかし，実態は既に述  

べたように．水利用可能性が稲作生産を規定し，生産  

関数の結果が示すように，特に乾季の技術的不安定性  

は大きい。   

PP村では水損保有形態により圃場条件は大きく真  

なる。耕作地王・自作農は水路に近い好条件の風域を  
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（注）  

（注1）参考文献5，p＿25  

（往2）p戸村の概要は，参考文献4。なお調査は19  

如／85年の雨季作一】984年の乾季作について，Pf・村  

の稲作農家155戸を悉皆調査した。  

（注3）直様饉・ポンプ潅漑の帯板は，参考文献4  

（注4）アジアの水管理問題と稲作生産性に関する研  

究には増田萬孝，金沢夏樹のものがある。例ぇば，増  

田萬孝は西部ジャワの稲作生産性と水管理問魅」  
『ジャワ稲作の経済構造』（所収）．「潅漑システムと櫛作  

生産僅」『タイ稲作の経済構造」（所収）において，異な  

る潅観システムの下に組織きれる水管理組織に注目  

し，．農民の水利用組織の逢いと集約的な水管理作動ミ  

いかに稲作生産性に影響を与えるかを明らかにし，束  

端水路において組織される水管鞠織，すなわちソフ  

トウェアとしての人的組織の重要性を強調している。  

詳細は参考文献2，、10を参照。  

（注5）聞き取り網査によって確認されている。  

〔注ぢ）現実収量：調査時瓜において収穫きれた雨季  

・乾季の収歪をいう∩以下断りのない限り収量とは現  
実収量を示す。  
（注7）参考文郵7，pp．216～217  

∫往古）参考文献8，pp．1柑～1］3  

（桂9）参考文献5．p．7p  

（注10）参考文献【  

（注1り参考文献4  

（往12〉参考文献6  

（注13）参考文献11，p．168  

（注14）参考文献4  
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